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感染状況 感染者数 
感染経路判明 

感染経路不明 
有症状者数 家庭内感染 学校内感染 それ以外 

小学校 1252 人 434（35％） 916（73％） 76（6％） 135（11％） 121（10％） 

中学校  782 人 411（53％） 504（64％） 75（10％） 63（8％） 139（18％） 

高等学校 1224 人 767（63％） 388（32％） 293（24％） 112（9％） 431（35％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者様各位 

日頃より、本校の学校活動及び保健活動へのご理解ご協力、誠にありがとうございます。県内外の感染状況を見

据えますと、新型コロナウイルス感染症については長期的な対応が求められることがわかってきました。本校で

は学校における感染及びその拡大のリスクを可能な限り低減したうえで、学校活動を滞ることなく推進継続して

いきたいと考えております。引き続きご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

感染拡大のリスクが高まる場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今一度、気を引き締めて！ 

新型コロナウイルス感染症予防対策「新しい生活様式」 

 

マスクなしでの会話 大人数や長時間に及ぶ飲食 

・マスクなしでの会話５分は１回の咳と同じ 

量の飛沫が飛びます。 

・生徒同士の距離はどうしても近くなる傾向があり、

ソーシャルディスタンスについて理解させることと

ともに確実にマスクを着用するよう声掛けをしてく

ださい。 

 

・大人数での飲食では大声になり飛沫が飛びやすくな

ります。生徒たちで大人数（例えば 5人以上）集まっ

ての忘年会や打ち上げはやめましょう。 

 

続けていきたい感染症対策   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手洗い 換気 

健康観察 
規則正しい生活習慣 

6月 1日～11月 25日までに文部科学省に報告があった生徒の感染状況 

小学生では家庭内感染が 73％である一方高校生は感染経路不明が 35％と最も多くなっており、家庭外及び学

校外における行動についても自ら感染対策を意識するよう声掛けを行っていく必要があります。 

           寒い季節となり、じっくり 

手を洗うことが億劫になり

がちです。特に学校から帰 

ったタイミングでは必ず石鹸を使って手を洗うよう

声掛けをお願いします。 

ハンカチ所持がまだ身についていない生徒が多くい

ます。習慣化するまで確認にご協力ください。 

         学校では気候上可能な限り 

常時、困難な場合はこまめに 

（30分に 1回以上数分間程度）

暖房を行いながら換気を行っています。 

ただ冬季においては冷気が入り込むため室温低下

に伴う健康被害が生じないよう、保温・防寒対策

を各自行うようにしてください。 

            朝の健康観察が習慣化 

してきており、朝から具 

合が悪いと訴える生徒

はほとんどいなくなりました。ご協力ありがとうご

ざいます。引き続き、健康観察・検温・適切な体調

管理をよろしくお願いします。 

受験生はもちろん、1，2年生も年末年始で生活リ

ズムが乱れぬよう心がけてください。 

お子様の生活リズムや心・体の変化で気になるこ

とがありましたら担任を通じてご相談ください。 

開けとくぞ 


